
CHAIN-Xの活動、および
航空機開発用データモデルのご紹介
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航空技術部門 航空機DX技術実証（XANADU）プロジェクトチーム
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2026年3月9日 エンジニアリング変革に向けた産業データ連携AG/将来技術検討TF
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• 極めて複雑なシステムとなっている近年の航空機（部品点数は自動車の約100倍）の開発
においては、設計変更等による手戻りや認証試験の複雑化により、開発スケジュールやコスト
を増大させることが大きな問題となっている。

• これらの課題の解決手段として、モデルベースシステムズエンジニアリング(MBSE: Model-
Based Systems Engineering)、認証試験の解析による代替(CbA：Certification by 
Analysis)、Digital Thread* 等のデジタル技術の活用が注目されている。

製品の複雑さと開発期間の関係 TC取得に要した期間

*Digital Thread：上流から下流に要求をフローダウンしたり、下流から上流に遡及調査できるようにデジタルデータをつなげる仕組み

青色：航空機 緑色：自動車赤色：CPU

背景：航空機開発の課題

出典：DARPA AVM pres.
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コンソーシアム設立の背景

• AirbusはA350XWBの開発にMBSEとシミュレーション技術を活用した。A310から
A350XWBという数世代の航空機を通じて、複雑さは100~1000倍に増加しているため、
MBSEの支援なしに航空機開発は不可能になっているとの報告がある。

• Boeingは機体のライフサイクル全体をデジタル空間で模擬（デジタルツイン）し、ライフサイ
クルを一元的に管理する構想を示している。

Boeingが提案するMBE(Model-Based 
Engineering) Diamond 設計・製造・認証等
の情報を一元的に管理する構想

A350XWBの開発

https://resources.sw.siemens.com/en-US/case-study-airbus-a350-xwb/

Daniel Seal, GPDIS 2018

背景：海外の動向



（おまけ）T-7A Red Hawkの開発

• T-7A Red Hawkは、BoeingとSAABにより共同開発されたアメリカとスウェーデンの高等練習機。デジタル
技術を活用した開発プロジェクト「eSeries」の第一号。

• 高度な製造と3D設計技術を使用して考案され、設計され、わずか36ヶ月でfirst flightを達成した（2023
年に空軍に納入される予定）。

• モデルベースのエンジニアリングと3D設計ツールを採用したこのデジタルアプローチによって設計されたT-7A Red 
Hawkは、品質が75%向上し、組み立て時間が80%短縮され、ソフトウェア開発時間を半分に短縮した。

https://www.youtube.com/watch?v=tSGX1NAc6ZE

6

T-7A Red Hawk

https://www.boeing.com/defense/fighters-and-bombers/t-7

https://www.youtube.com/watch?v=tSGX1NAc6ZE


Boeing MBE Taxonomy

Daniel Seal. et al., Accelerating the MBE Ecosystem Through Cultural Transformation, NIST MBE Summit 2020



Boeing Digital Enterprise Initiative

Daniel Seal. et al., Accelerating the MBE Ecosystem Through Cultural Transformation, NIST MBE Summit 2020



Brenda Mark, Boeing

MBE Supplier Engagement Framework



AGILE4.0 OepnDay2023資料



DoD Instruction 5000.97 Digital Engineering 

◼ DoDの調達時にデジタル技術を要求する

DoD Instruction 5000.97 Digital Engineering

より引用
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デジタル・トランスフォーメーション（DX）

• TransformationをXと略すのは，trans-にはcrossの意味があり，crossをXで代用させている

• 【経産省DX】 企業がビジネス環境の激しい変化に対応し，データとデジタル技術を活用して
顧客や社会のニーズを基に，製品やサービス，ビジネスモデルを変革するとともに，業務その
ものや組織，プロセス，企業文化・風土を変革し，競争上の優位性を確立する

https://www.meti.go.jp/policy/digital_transformation/index.html



デジタルツイン、デジタルスレッド
• デジタルツイン    …垂直統合

• デジタルスレッド …水平統合
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チェーン

サプライ
チェーン

スマート工場

• 詳細な定義は下記を参照

◆ DIGITAL TWIN Position Paper(2020) https://www.aia-aerospace.org/wp-content/uploads/Digital-Twin-
Institute-Position-Paper-December-2020-1.pdf

◆ DIGITAL TWIN Implementation White Paper(2023) https://www.aiaa.org/resources/digital-twin-
implementation-white-paper/

◆ DIGITAL THREAD Implementation White Paper(2023)                          
https://www.aiaa.org/resources/digital-thread-white-paper

https://www.aia-aerospace.org/wp-content/uploads/Digital-Twin-Institute-Position-Paper-December-2020-1.pdf
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https://www.aiaa.org/resources/digital-thread-white-paper


14

目次

1. 背景

2. Kプロ航空DX

3. CHAIN-X

4. DXプラットフォームの開発

5. データモデルの標準

6. まとめ



15

目的
• 本事業では、2030年以降に市場投入が見込まれる民間航空機（開発は

2020年代後半に開始。以下、次期民間航空機）の開発の前提となるMBSE

等のデジタル技術を活用した革新的な開発プロセスを構築し、日本の航空機産

業の優位性を確保するとともに、脱炭素化を実現する次世代航空機、防衛航

空機の開発に加え、空飛ぶクルマ、自動車、船舶、宇宙機といった他分野の開

発のプロセス構築にも波及させることができる知見の獲得を目指す。

航空機の設計・製造・認証等のデジタル技術を用いた開発製造プロセス
の高度化技術の開発・実証

全体計画：経済安全保障重要技術育成プログラム
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https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101672.html

全体計画：経済安全保障重要技術育成プログラム

2023年7月12日プレスリリース



17

フェーズ 概要 担当機関

設計DX Model-Based Systems Engineering (MBSE)とModel-Based 
Development (MBD)の連携に基づくプロセス、及びリファレンスモデル
を構築

JAXA
IHI
KHI
MHI

認証DX 国際的な信頼性保証フレームワークとの連携を図りつつ、認証試験を解析
で代替するCertification by Analysis (CbA)のプロセスを構築し、実用性
の高いガイドラインを作成

JAXA
KHI
MHI

生産DX デジタル技術を活用したAdvanced Product Quality Planning (APQP)、
Model-Based Definition (MBD)とModel-Based Instructions (MBI) の連
携、Smart Supply Chain(SSC)のプロセス構築

JADC
KHI
SUBARU
MHI

プロセス統合
（DXプラッ
トフォーム）

複数組織間でのデータ連携手法、先進デジタルスレッド技術を確立するこ
とにより、設計・認証・生産フェーズの各プロセスをシームレスにつなぎ
統合するための手法を開発。国際共同開発において適用可能なプラット
フォームを構築

JAXA

本事業では設計DX、認証DX、生産DX、プロセス統合（DXプラットフォーム）に取り組む

全体計画：本事業の課題概要

※航空局と連携



18

全体計画：本事業で構築するプロセスの全体像

生産

ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ設計

ｼｽﾃﾑ設計

ステークホルダ要求

開発フェーズ 実証フェーズ

ｼｽﾃﾑ実証

適合性確認

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ設計 ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ実証

MHI
JAXA

IHI
JAXA

KHI

MHI
JAXA

CbAによる実証
（飛行性：トリム・静安定）
（飛行性：失速）

CbAによる実証
（構造, 耐雷）

MBSE1

MBD5

MBI6 MHI

KHI

デジタルAPQP7

①計画

②製品設計

③工程設計

調達 物流製造 SUBARU

空調設計

アクチュエータ設計

圧縮機設計

①設計DX
(MBSE1-MBD2連携)
各モデルを統合(JAXA)

ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ実証

③生産DX
各プロセスを統合(JADC)

②認証DX(CbA3)
共通プロセスを構築(JAXA)

Smart 
Supply Chain

KHI

④検証

1MBSE: Model-Based Systems Engineering, 2MBD: Model-Based Development, 3CbA: Certification by Analysis, 4CP: Certification Plan, 
5MBD: Model-Based Definition, 6MBI: Model-Based Instructions, 7APQP: Advanced Product Quality Planning 

設計/認証/生産の各フェーズのプロセスを統合し、MBSEで要求を全体にフローダウンする仕組みを構築。

④プロセス統合
（プラットフォーム）
各モデル/プロセスを統合

(JAXA)
デジタルスレッド

セキュリティ・アクセス制御

CP4へのMBSE1適用

法規
要求

主翼
概念設計

※航空局と連携



全体計画：全体スケジュール

19各プロセス・プラットフォームの構築 モデル/プロセス統合、模擬審査

※航空局と連携

2026年3月
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Digitization
（ﾃﾞｼﾞﾀｲｾﾞｰｼｮﾝ）

Digitalization
（ﾃﾞｼﾞﾀﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ）

Digital Transformation (DX)
(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ)

アナログ情報の
デジタル化

（ペーパレス）
業務プロセスのデジタル化

（CAD、CAE）

業界のデジタル変革
（プロセス/プラットフォームの共通化）

本事業の最終ターゲットは、DigitizationやDigitalizationではなく、Digital Transformation(DX)

Tier1Tier1

Tier1

Tier2
Tier3

Tier2

設計/認証/生産プロセスを
デジタル化・標準化 •共通プラットフォーム上で各標準プロセスを有機的に接続し、国内企業で共有

⇒協調領域を大幅に拡大し、国内の企業間連携を促進

•海外OEMとも連携可能なインタフェース/セキュリティ
⇒このプラットフォームを介して海外OEMと容易に連携可能

欧州 米国

日本 バーチャル 
Super Tier1

部署内 部署横断 企業横断

航空機開発の未来へのチケット（入場券）

目指すべきゴール



◼ 本事業では、航空DXの研究開発構想の実現の為、デジタル技術の動向を踏まえ、下記の4つの”技術戦略”を一体的に実
施することで、次期民間機/エンジン開発における我が国航空機産業の国際競争力を向上させ、且つ将来的に海外OEMと
伍する立場として国際連携での完成機事業参画を目指すための土台を構築する。

技術戦略 狙い 成果物

①QCDの向上 ・デジタル技術を用いた革新的なプロセスを構築し、コストまたは開発期間を３
割削減することで、国際競争力を強化する。
・擦り合わせ能力の強化、熟練者の技能（“匠の技”）の維持

設計DX・認証DX・生産DXの各
プロセス及びガイドライン

②相互運用性の向上 ・企業間のインターフェイスを標準化することで、デジタル技術を用いた効率的
な企業間連携を可能にする。また、海外OEMとの相互運用性を確保することで、
サプライヤーの事業機会の拡大につなげる。
・サプライチェーンの強化

企業間連携のための
MBSEモデル作成とデータ交換
の標準

③上流工程への参画 能
力の向上

・設計上流部分に食い込むため、MBSEおよびMBDを活用した設計／認証技術を
獲得する。
・擦り合わせ能力の強化

設計DX・認証DXのプロセス及
びガイドライン、
MBSEの標準化基準

④インテグレーション能
力の向上

・設計DX・認証DX・生産DXのプロセス全体を統合し、一連のデータをDigital 
Threadにする技術を獲得。
・擦り合わせ能力の強化、サプライチェーンの強化

設計DX・認証DX・生産DXの統
合プロセス

21

A社

B社

C社
①QCD向上

①QCD向上

①QCD向上

②相互運用性向上

②相互運用性向上

②相互運用性向上

④インテグレーション能力

③上流工程

④インテグレーション能力

目指すべきゴール
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航空機ライフサイクルDXコンソーシアムの概要

◼  名称

航空機ライフサイクルDXコンソーシアム

◼英文名称、略称

CompreHensive Aviation INnovation by digital TRANSformation

＝ CHAIN-X（チェインエックス）

◼公開情報

JAXA航空技術部門サイト 産学連携・国際協力 > コンソーシアムの活動

https://www.aero.jaxa.jp/collabo/consortium/CHAIN-X/

https://www.aero.jaxa.jp/collabo/consortium/CHAIN-X/
https://www.aero.jaxa.jp/collabo/consortium/CHAIN-X/
https://www.aero.jaxa.jp/collabo/consortium/CHAIN-X/
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航空機ライフサイクルDXコンソーシアム(CHAIN-X)
2022年6月にJAXAを代表機関として設立

【ミッション】

• 航空機のライフサイクル全体にわたるDXの推進による、航空産業

の開発、製品、サービスの革新

• 産学官連携の場の提供、及び関連研究の推進

【主な活動内容】

• 将来ビジョン、ロードマップ等の策定

• オープンフォーラムの開催等による情報発信、広報・啓発活動

• 国内外の情報収集および本コンソーシアム内での共有

• 外部資金導入の促進

参加法人・団体数の推移

CHAIN-X発足
34法人・団体

現在 (2025.8)

70法人・団体
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◼ 航空機ライフサイクルDXに関する産学官のニーズや課題認識、国内外の動向を踏まえ策定
(2023年10月)
– 運営委員会を中心としたライフサイクル全体（設計、認証、生産、運用・保守、廃棄・リサイクル）に関する検討。

– 専門分科会「DX拠点ビジョン分科会」でのDX拠点に関する検討。

– 第1回オープンフォーラム（2023年11月29日）で概要を公開。

◼ DXにより変革される航空機ライフサイクルの将来像と実現に向けたロードマップを産学官で共有

◼ 航空機ライフサイクルDXの実現に向けた研究開発を促進し、参加者の裾野を拡大。
– 詳細版はCHAIN-X参加法人・団体限定で公開。

航空機ライフサイクルDX将来ビジョン
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航空機ライフサイクルDX将来ビジョン

航空機ライフサイクルデータエコシステムの構築による
国内航空産業の変革と国際競争力の強化を通し、

人と環境に優しい持続可能な航空利用社会の実現に貢献する。
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航空機ライフサイクルDX将来ビジョン（各フェーズ）

2050年

設計
DX

• 対象とするすべてのシステムに対し、
モデルベースの設計情報管理と協働設
計 (Co-Development 、 Co-Simulation)

が全体に適用される。
• 生産および認証との連携が一般的とな
り、設計3Dデータが広く活用される。

認証
DX

• 認証におけるCbAの利用が可能となり、
CbAが認証活動の中心となる。

• 試験実施のコストや工数の削減にCbA
の利用が効果的な分野以外でも、多く
の企業が活用。

生産
DX

• メーカー・サプライヤーの社内・社間
での生産関連データの連携

• 製造工程の事前検証・最適化を融合さ
せた統合生産技術

• 認証におけるデータ活用も進む。

Co-Development/Co-Simulation

CbA

https://www.boeingsuppliers.com/become/modelbasedengine

ering/mbe-supplier-engagement-framework

生産関連データの連携

GPDIS2020 System Thinking and an 

End-to-END Digital Thread must 

support “All-D”, including 3-D
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航空機ライフサイクルDX将来ビジョン（2050年の姿）

2050年

運用保守
DX

• すべてのシステムについて、予測整
備が計画的・効率的に行われ、定期
整備が最適化されている。

• 気象データの収集・共有と飛行環境
の予測が一般的となり、運航管理に
活用される。

廃棄
リサイクル

DX

• 廃棄・リサイクルを担う国内事業者
との連携

• トレーサビリティが確保された材料
リサイクルと、その航空機への活用
が一般的となる。

DX拠点

• ライフサイクルデジタルツインが構
築された拠点が共創の場として利用

• 他の領域や社会基盤を含む多様な
データエコシステムにより、航空利
用イノベーションが図られる。

予測整備

ライフサイクルデジタルツインの拠点

https://www.aerospacetechreview.com/



29

コンソーシアムの各種活動

【オープンフォーラム】

• 第１回オープンフォーラム（2023/11/29開催、参加者

246名）：METI、MHI、東大からの基調講演、将来ビ

ジョンの公開、Kプロ研究開発の紹介

• 第２回オープンフォーラム（2024/12/3開催、参加者

291名）：IHI、ANA、JAL、富士通からの基調講演、

Kプロ研究開発と認証共通基盤検討の紹介

• 第3回オープンフォーラム（2025/12/2開催、参加者

239名）：電通総研、RRI、JAMBE、豊電子からの基

調講演、Kプロ研究開発と認証共通基盤検討の紹介

【専門分科会】

• MBSE勉強会

• DX拠点ビジョン

• 認証共通基盤検討

• MRO・複合材リサイクル

• 設計DX/認証DX/生産DX/DX-PF
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DXプラットフォーム(SACRA)の目指す姿

◼ 航空機国際共同開発の現状

– 形態

• OEMから国内Tier1を介し、Sub TierがTree状に連携
（右図２の上部）

– 課題

• 各社調整事項
①セキュリティ・レベル、②データ交換フォーマット
や方法、③自社システムとのインテグレーション

• Tier2の中には複数Tier1からデータを入手

◼ 目指す姿

– 形態

• SACRA中心のHub & Spoke型に変換

• SACRA上でデジタルスレッドを共有

– 利便性

• 各社調整事項はSACRAとのインテグレーションのみ

• 複数Tier1と取引きするTier2は同一箇所（SACRA）か
らデータを入手可能

• OEMはサプライヤー情報収集・分析・リスク管理容易
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目指す姿

Tier1

Tier2

各社は以下のみ調整
・自社システムとのIntegration

Digital 
Thread

海外OEM

T2

T2
T2

T2

T2

T2

T1

T1

T1

T2

T2
T2

SACRA

全Tier1と取引するTier2
は同じ所からデータ入手
可能

OEMの全サプライヤーの
情報を収集・分析・リス
ク管理が容易

現状

海外OEM

T1

Tier1

Tier2

T2

T2

T2

T1

T2

T2

T2

T1

T2

T2

T2

各社間で以下を調整
• セキュリティレベルの
調整・改善

• データ交換の書式や方
法等の調整構築

• 自社システムとの
Integration

Digital 
Thread

【課題】全参加組織が同
意するデジタルスレッド
（データ交換を含む）、
セキュリティ基準が必要。

図２ SACRAがもたらすDX



DXプラットフォーム（SACRA）の概要

– 「開発領域」と「利活用領域」を設定

• 利用者と利用目的等を考慮

– 開発領域

• 海外OEMや機種毎の開発環境の違いを吸収

• 相互運用性に重点

– 利活用領域

• より多くの企業の参加

• 開発領域から利活用領域への一方通行
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SACRA 海外OEM
Tier1

(A社)
(B社)
(C社)

Sub Tier A
Sub Tier B
・
・
・

運用業者等

デジタル
スレッド

デジタル
スレッド

データ
交換

C社
領域

B社
領域

A社
領域

運送業者
領域

Sub Tier B
領域

Sub Tier A
領域

Sub Tier
向け情報

サプライ
チェーン等
のデータ

[A] 安全性 
(Security)

[B] 相互運用性

 (Interoperability)

開発領域

利活用領域

SACRAの全体アーキテクチャの概念図

◼ 全体アーキテクチャ概念図 ◼ アーキテクチャ設計におけるポイント
– 海外OEMの動向や国内Tier1の要求を認識

– 情報技術の動向や現時点での制約等を調査

– 安全性と相互運用性というトレードオフ関係にある要
請を適切に満たす

◼ 研究開発すべき技術
– デジタルスレッド技術（要求～設計～製造）

• 含む、OEMとのデータ交換、利活用領域展開

– データ共有技術（Sub Tier等との共有）

• 含む、サプライチェーン関連データ

– セキュリティ技術（OEMとTier1と合意）
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SACRAの構築

◼システム・アーキテクチャ

– 右図の中の主な機能

1.OEMやTier1間の暗号化FTPによるデータ交換

2.PLMやデジタルスレッド等

3.データ共有やドキュメント管理等

4.マスタDBや仮想デスクトップ等の共通機能

5.ネットワークやセキュリティ等の基盤部分

– 主要な考慮ポイント

• 安全性と相互運用性

• 改版されるシステム化要求にあわせて改版を繰り返して、最適化

– 構築技術の選定

• アジャイル的な要素を取り入れるために拡張性や柔軟性に秀でたクラウド技術を優先

システム・アーキテクチャ図（概要）
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SACRAの構築

◼ データ交換方式

– データ交換標準規格のDigital Data 
Package(DDP)仕様※を取り入れた
データ交換。

– DDPを作成・解釈可能なプロトタイプの
アプリケーションの開発

◼ ドキュメント配付

ネットワーク上でHub & Spoke型の
データ配付を実現

– 利活用領域ではデータへのアクセス権
を管理

– アクセス権をもつ組織が直下の他組織
に対する権限の付与・剥奪を設定

ドキュメント配付の概念図

DDPの例

※ISOやOMG (Object Management Group)と連携した非営利組織prostep ivip

のDDP working groupにより公開
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SACRAの検証

◼データ交換機能の検証

複数組織の製品間におけるデータ交換の仕組みにおいて、データ交換のアプ
リケーションがDDP仕様に基づく要求通りに機能するか検証した。

③データ交換機能の検証

① セキュアな通信プロトコルによる
二組織間のデータ通信基盤の検証

② DDP Representation※の作成と読
み取りの検証

③ DDPの作成、DDPアプリケーショ
ンを使用したデータ交換、および、
開発領域アプリケーションでの
データインポート/エクスポートま
でのインフラ連携検証

※DDP内にXMLファイルとして記述し格納する、パッケージやコンテンツファイル
のメタデータ情報。スキーマ(XSD)に従う。
郵便における封筒や荷札、品目リストに当たるような情報を保持している。
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SACRAの検証

◼開発領域の検証
構築したデジタルアーキテクチャにお
けるデータ連携の実現性を検証するた
め、OEMとTier1を想定した2拠点間
でデータ交換の機能検証を実施した。

① データ種別ごとの交換検証

データに含まれる情報の欠落がないかを確
認し、データ交換能力を評価

② 複数データ種別を含む交換検証
データ間のデジタルスレッド実現性を検証

②複数データ種別を含む交換検証
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分散データスペース 背景・目的

◼ 航空機は複数企業による共同開発が一般的。

→現状は、企業毎に固有の情報システムを構築しており、企業間の連携は容易ではない。

◼ 解決手段として、欧州におけるGaia-X、Catena-X及びAerospace-Xなどの取り組みに代表される“データス
ペース”が注目に値する。データ交換とデータ共有技術を標準化することにより、企業間連携を促進。

◼ これらの取り組みでは、“データ主権”の保証が重要視。

– データ主権：データ所有者が自分のデータの開示先や用途等を自ら制御および管理できる権利。

◼ 今後、欧州企業と取引している日本企業に対して、このデータスペースへの接続を要求される可能性。

→この技術に対応できなければ、欧州企業との取引に必要な重要データを交換できなくなり、事業機会喪失。

しかし、国内の航空機産業においては、欧州のデータスペースの理解・把握ができていない状況で、欧州との
データ連携に関しても未検討。

【目的】

将来的な航空産業界用のデータスペースを検討するため、欧州の分散型データスペース技術を把握・理解するこ
とを目的とし、欧州の取り組みを参考に、航空機業界の分散型データスペースを模擬した検証システムの開発・
構築を行い、データ主権保護機能の実証を行う。



集中管理と分散管理の違い
◼ 集中管理 ◼ 分散管理

集中管理方式に対して、分散管理方式のほうがデータ主権の確保が可能
38

集中管理 分散管理

構築事業者 プラットフォーマー データ所有者

データ保存先 プラットフォーム データ所有者の環境

データの管理者
アクセス権の管理者

プラットフォーマー データ所有者

利用者の認証 プラットフォーマー 外部の認証基盤

データ漏洩、他者の検閲などの
リスク

大きい 小さい
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分散データスペース検証システムの概要

◼ EDCをベースとし、航空機業界DXデータスペースを模擬したシステムを構築。

– EDC（Eclipse Dataspace Connector）：欧州22社で創設したGaia-X AISBLがGAIA-Xハッカソンで発
表したコネクタ

◼ Microsoft Azureクラウドにて構築し、各機能の連携は基本的にREST（Representational State 

Transfer）APIにて処理（検証参加者は手元の端末からBrunoを使って簡易操作）。

Azure(日本)上の
評価環境

Dataspace

Semantic Hub

Data Model

(MINIO)
Data storage 

system for OEM

EDC
for OEM

EDC
for Tier1

(MINIO)
Data storage 

system for Tier1

EDC
for Tier2

(MINIO)
Data storage 

system for Tier2

端末

Windows 11

EdgeBruno

.bru(*1) 

Json

(*1) .bru is a simple markup language that utilizes plain text files
to document and organize information for your API requests
https://docs.usebruno.com/bru-lang/overview

HTTPS Data Up/Download

データの意味等の確認

カタログ確認・契約交渉

データ転送プロセス

受発注関係

GAIA-X(EDC)技術評価環境概要 

データは各企業専用ストレージとなる
MinIO上に保管

コネクタとなるEDCを介して
データスペース上で連携

EDCを活用しアクセス権を制御する事で、
データ主権を保持

Semantic Hubを用いて、
連携するデータの書式や格納情報等の
連携ルールを示すデータモデルを登録



分散データスペース テストの概要及び結果

◼ 以下の検証シナリオを作成して、これに沿って実証を行ったところ、データ
主権を確保できることを確認できた。

A) データ交換

– データ受信側として、許可されている相手から許可されているデータを受信する、とい
うシナリオ。

– 1GB規模のCADデータを含むデータのアップロード、許可されているカタログやデータ
詳細を参照・取得、そのデータの契約・転送・ダウンロード等が可能か検証。

B) アクセス制御

– データ受信側として、許可されていない相手・データにアクセスできない事を確認する、
また、データ公開側として、許可設定を追加し、アクセス可否の更新を確認する、とい
うシナリオ。

– データ交換シナリオの内容に加えて、公開する企業の登録、契約情報の登録等が可能か
検証。

40
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航空機DX関連の標準団体

42

ISO
国際標準化団体

SAE
自動車/航空宇宙
の国際標準化団体

OMG
モデリングに関
する標準化団体

LOTAR
長期アーカイブ
標準化団体

INCOSE
SEの標準化団体

prostep
ivip(独)
標準化推進

コンソーシアム

PDES(米)
標準化推進

コンソーシアム

AFNet(仏)
標準化推進

コンソーシアム

PLM Action 
Group
PLM標準推進
コンソーシアム

GPDIS (米)
データ交換標準推
進のイベント

3DCIC
(米)

3Dデータ交換標準
推進のイベント

AIAA(米)
航空宇宙学会

ASME(米)
機械学会

EUROCAE(欧)
航空機器の標準
化推進コンソー

シアム

AIA(米)
航空宇宙
業界団体

ASD-
STAN(欧)
航空宇宙業界
標準団体

MBx-IF
データ交換標準推
進コンソーシアム

データ交換(ISO10303)
MBSE(AIR9953)
耐雷CbA(AE-2)

MBSE(SysML)
データ交換(DDP)

構造CbA(VVUQ90)

データ交換(DDP)

標準団体

コンソーシアム
(標準推進団体)

公開イベント

飛行性CbA(FSMBE)

データ交換(DDP)
データ交換(DDP)

データ保存(LOTAR)MBSE



Mark Williams, INCOSE2021

STEPで議論されて、ISO10303として標準文書になる

STEP系の標準



DDP Capability
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prostep ivip Recommendation PSI 30

Digital Data Package, DDP Recommendation Version 1.0



DDP Collaboration Mode
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現状はこのモードを想定

prostep ivip Recommendation PSI 30

Digital Data Package, DDP Recommendation Version 1.0



Digital Data Package(DDP)は
Technical Data Package(TDP)の発展版
Package ManifestとModel Manifestを添付する

GPDIS 2023資料



データが閲覧可能

リンク情報が添付可能

標準フォーマットを使うことで様々なソフトが利用可

prostep ivip Recommendation PSI 30

Digital Data Package, DDP Recommendation Version 1.0



DDP information model prostep ivip Recommendation PSI 30

Digital Data Package, DDP Recommendation Version 1.0



Package Manifest prostep ivip Recommendation PSI 30

Digital Data Package, DDP Recommendation Version 1.0



Package Manifest prostep ivip Recommendation PSI 30

Digital Data Package, DDP Recommendation Version 1.0



Model Manifest prostep ivip Recommendation PSI 30

Digital Data Package, DDP Recommendation Version 1.0

STEP AP243 (MoSSEC)に基づいている
現状、Requirement, Behavioral, Architectural, CADの４つしかない



Juan Carlos Mendo, prostep ivip symposium 2025



Juan Carlos Mendo, prostep ivip symposium 2025



Juan Carlos Mendo, prostep ivip symposium 2025

https://github.com/GfSE/CASCaDE-Ontologyで公開されている。
ここで開発されたOntologyがDDPのManifest Schemaに反映される見込み。

https://github.com/GfSE/CASCaDE-Ontology
https://github.com/GfSE/CASCaDE-Ontology
https://github.com/GfSE/CASCaDE-Ontology
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Juan Carlos Mendo, prostep ivip symposium 2025
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Juan Carlos Mendo, prostep ivip symposium 2025



課題

◼ PLM（3DEXPERIENCE、Teamcenterなど）の対応状況
– PLMベンダは、ネイティブフォーマットによるデータ交換を基本としており、既存のPLMはDDPの標準にはまだ
対応できていない。

– ユーザ側で、PLMとDDP間でデータモデルのマッピングが必要となる。今後しばらくは、下記のデータモデル間
でのすり合わせ、マッピングが必要となる。（標準に統一できればいいが、それなりの時間がかかる。永遠に
収束しない？）

• 標準のデータモデル

• PLM固有のデータモデル

• ユーザ企業（OEM/Supplier）固有のデータモデル

– DDPは標準フォーマット（STEPやJTなど）を想定しているが、標準フォーマットに比べてネイティブフォーマッ
トの方が使用できるPLMの機能が多い。実際には、その機能も考慮して、どちらのフォーマットで送るのかを
判断することになる。

– オブジェクト間のリンク情報をPLMから出力して、DDP標準形式に変換するのは難しい。また、DDP標準形
式で受け取ったリンク情報をPLMに入力するのも難しい。
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まとめ

◼ 航空機システムの複雑性及び安全認証要求に対応するためには、デジタル技術の活用は
必須である。

◼ 航空機開発は、国際共同開発になるのが慣例であり、国家間、企業間、分野間を含めた
デジタル連携が求められる。

◼ 国際的な動向（特に海外OEMの動向）を注視し、海外との相互運用性を確保することが
必須である。

◼ デジタル連携は、協調領域の活動であり、日本として一体として取り組むため、航空機ライフ
サイクル（CHAIN-X）コンソーシアムを立ち上げた。Ｋプロの研究開発成果を共有すること
で、日本の競争力の底上げを図る。

◼ 現在開発中のDXプラットフォーム（SACRA）の概要を紹介した。企業間のデータ交換が
鍵であり、国際標準に沿った仕様で構築した。

◼ デジタル連携に使用されるデータモデルについても調査を進めている。国際標準活動にも参
画することで、最新の情報を入手し、提案していく体制が整いつつある。
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この成果の一部は，NEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）の委託業務（JPNP22007）の結果得られたものです。
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